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卒業生が米国やカナダで臨床研修を行う可能性がある医学校は，2023年までに国
際基準に合致した機関による認証評価を受ける必要がある．近年，医学校がコンピ
テンシー基盤型カリキュラムを策定する際に，コアEPA（entrustable professional 
activities）を用いることが推奨されている．本講演ではコアEPAが医学生の学びやカ
リキュラム改革に与えたインパクトを説明したい．コアEPA，コンピテンシー，マイルス
トーン，教育スカラーシップの理解を深め，カリキュラム改革，教育スカラーシップ，教
員の昇進の３要素の関連性，今後の国際基準の認証評価におけるコアEPAの重要
性について述べたい．


